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女性パワー席巻！ブルゴーニュの女神（ミューズ）たち 30 本！！ 

の 1 本に， 

ドメーヌ・マルク・ロワ／ジュヴレィ・シャンベルタン 
“キュヴェ・アレクサンドリーヌ”2007 が選ばれました！ 

 

 

 

 

（以下，抜粋） 

アレクサンドリーヌ・ロワさん（オーナー） 

ドメーヌを受け継いだ 2003 年以来，数々のワイン評価誌に彗星のごとく 

登場し，軒並み高い評価を受ける。その原動力となったのが，自らの名前を 

冠した『キュヴェ・アレクサンドリーヌ』。 

05 年が初ヴィンテージで，アンリ・ジャイエが愛したミルランダージュのブドウだけ 

で造るという野心作。彼女は，ドメーヌを世界レベルに引き上げるべく邁進中だ。 

 

 

 

 

力強い果実味に，柔らかさをプラス 
 
進藤： とてもソフトな口当たりで，果実味もみずみずしい。
そして何より，タンニンが柔らかい。これぞまさしく果皮からの
タンニンでしょう。ミルランダージュの果実だけを使うというの
は，ブルゴーニュでもおそらく彼女が初めてでしょう。頑丈なワ
インといわれるジュヴレィ・シャンベルタンの中で，柔らかさを
表現しようとしているのではないでしょうか。 
 
若林： そうですね。それに色がブルゴーニュとは思えないほ
どとても濃い。香りに感じられるカシスやチェリーなどの果実感
にも強さがあります。さらにジュヴレィらしい土っぽさにわずか
なメタリックなタッチも。 
 

 
松木： ジュヴレィというと，閉じていて硬いという印象です
が，このワインは今でもとても華やかな香りです。ジューシーさ
と土っぽさが感じられるので，さっとグリルして，ナイフを入れ
ると肉汁が出てくるような，マグレ・ド・カナール（鴨肉のグリ
ル）をお勧めしたいです。 
 
山本： 人を引きずり込むような魅力のある香り。舌の上でゆ
ったりと麻呂丸ところは，さすがジュヴレィだね。モダンなスタ
イルではあるけれど，やはりジュヴレィでないろ，このような味
は出せないだろう。 

 

 


